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「IPv4 アドレス移転申請手続き(JPNIC 契約組織から移転対象レジストリ契約組織への移転用)」新旧対照表 

 

現在の文書 改定後の文書 

1. IPv4 アドレス移転申請の要件 

(中略) 

c) 対象 IPv4 アドレス空間の要件 

・JPNIC 管理下であり、a)に該当する組織に割り振り、ま

たは割り当てが行われた/24 以上のサイズの IPv4 アド

レス空間であること。ただし、以下の web ページに記載

の IPv4 アドレスは、対象 IPv4 アドレス空間には含まな

いものとします。 

    「JPNIC が逆引きの管理を行っている IPv4 アドレス一

覧」 

 

 

 

2. IPv4 アドレス移転申請手続きの流れ 

1. IPv4 アドレス移転申請の要件 

(中略) 

c) 対象 IPv4 アドレス空間の要件 

・JPNIC 管理下であり、a)に該当する組織に割り振り、ま

たは割り当てが行われた/24 以上のサイズの IPv4 アド

レス空間であること。ただし、以下の web ページに記載

の IPv4 アドレスは、対象 IPv4 アドレス空間には含まな

いものとします。 

    「JPNIC が逆引きの管理を行っている IPv4 アドレ

ス一覧」 

・対象 IPv4 アドレス空間が「/8 相当の最後の APNIC に

おける IPv4 未割り振り在庫」に相当する 103/8 の範囲

に含まれる場合、移転元組織に割り振りまたは割り当て

が行われてから少なくとも 5 年を経過していること。 

2. IPv4 アドレス移転申請手続きの流れ 


